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　障害者自立支援法施行令が一部改正されたことなどにより、平成22
年４月１日から市民税非課税世帯の障害者が障害福祉サービスなど
を利用した場合の利用者負担額が無料になりました。
　ただし、食費や基準額を超える場合は別に負担が必要です。

対象となる障害者福祉サービス

地域生活支援事業
（市で判断する事業）

自立支援給付
（全国統一事業）

障害福祉サービス

補装具の給付

移動支援事業

日中一時支援事業

日常生活用具の給付

事業の種類

ヘルパー派遣・施設入所・施設通所など

車いす、補聴器、装具などの給付

外出時の付き添い

施設での一時的な見守り

特殊寝台、ストーマ装具、点字器などの給付

事業の内容

　サービスの利用に要した費用の1割と、所得に応じた１月あたりの負担上限月額の、ど
ちらか低い金額の負担が必要ですが、低所得者（障害者本人および配偶者の市民税が非課
税の世帯）は、次のとおり無料になりました。（食費などは別途負担が必要です。）

【負担上限月額　（18歳以上の場合）】

世　帯　類　型

障害者及び配偶者が
市民税非課税の世帯

利用者年収　80万円以下

利用者年収　80万円超

1,500円

1,500円又は3,000円
0円

改正後改正前

※改正前の額は施設入所利用者を除く

お問い合わせ　社会福祉課障害者福祉係　鈎0824-73-1210

障害福祉サービス・移動支援事業・日中一時支援事業

　品目ごとに標準的な価格（基準額）があり、基準額の1割（基準額以内のときは実価格の
1割）と、所得に応じた負担上限額の、どちらか低い金額の負担が必要ですが、低所得者（障
害者本人および配偶者の市民税が非課税の世帯）は、次のとおり無料になりました。（基準
額を超えた差額は別途負担が必要です。）

【負担上限額　18歳以上の場合】

世　帯　類　型

障害者及び配偶者が
市民税非課税の世帯

利用者年収　80万円以下

利用者年収　80万円超

15,000円

24,600円
0円

改正後改正前

補装具・日常生活用具の給付

変更点

1

2

３歳未満／10,000円
３歳以上／第１子、第２子は5,000円、
　　　　　第３子目以降は10,000円

一律13,000円

所得制限

対象年齢

手当月額

「児童手当」と「子ども手当」の違い

　
子
ど
も
手
当
を
受
給
で
き
る
方
は
、原
則

子
ど
も
を
監
護
し
生
計
を
同
一
に
す
る
父

ま
た
は
母
で
す
。父
母
に
養
育
さ
れ
て
い
な

い
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、子
ど
も
を
監
護
し

生
計
を
維
持
す
る
方
と
な
り
ま
す
。

　
中
学
校
3
年
生
以
下（
満
15
歳
以
後
で
最

初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間
）の
子
ど
も

子
ど
も
一
人
に
つ
き
月
額
1
万
3
千
円

　
支
給
月
は
、６
月
、10
月
、２
月
で
す
。支

給
月
の
前
月
分
ま
で
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、本
年
６
月
は
４
・
５
月
分（
２
ヶ

月
分
）の
支
給
と
な
り
、10
月
以
降
は
支
給

月
の
前
４
カ
月
分
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
な
お
、児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

本
年
６
月
に
平
成
21
年
度
分
の
児
童
手
当

（
平
成
22
年
2
月
分
と
3
月
分
）が
支
給
さ

れ
ま
す
。

①
本
年
度
、中
学
２
年
生
ま
た
は
３
年
生
の

お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方

②
本
年
度
、中
学
1
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん

を
養
育
し
て
い
る
方
で
、本
年
３
月
31
日
現

在
で
所
得
超
過
な
ど
の
理
由
で
児
童
手
当

を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方

　
手
続
き
が
必
要
な
①
ま
た
は
②
に
該
当

す
る
こ
と
が
住
民
記
録
な
ど
で
確
認
で
き

る
方
に
は
、別
途
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

送
付
し
た
書
類
を
よ
く
読
ん
で
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
書
類
が
届
い
て
い
な
い
方
で
、①
ま
た
は

②
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
、勤
務
先
で
の
手
続
と
な

り
ま
す
の
で
、勤
務
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
注
意
点
】

（
１
）本
年
９
月
30
日
ま
で
に
手
続
を
完
了

す
る
と
、本
年
の
４
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
が
、10
月
１
日
以
降
に
手
続
す
る
と
、手

続
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
２
）本
年
4
月
１
日
以
降
の
出
生
、転
入
な

ど
に
よ
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
開
始
月
は
、

原
則
と
し
て
手
続
の
翌
月
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

女
性
児
童
課

鈎
0
8
2
4
‐
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受
付
窓
口

女
性
児
童
課

西
城
支
所
保
健
福
祉
室

東
城
支
所
保
健
福
祉
室

口
和
支
所
市
民
生
活
室

高
野
支
所
市
民
生
活
室

比
和
支
所
市
民
生
活
室

総
領
支
所
市
民
生
活
室

児
童
手
当
に
か
わ
り
４
月
１
日
か
ら
子
ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
受
給
資
格
者

●
手
続
が
必
要
な
方

●
手
続
き
に
つ
い
て

●
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

●
手
当
の
額

●
支
給
に
つ
い
て

児童手当（平成22年３月まで）

あり

小学校修了前まで
（12歳到達後最初の３月31日まで）

子ども手当（平成22年４月以降）

なし

中学校修了前まで
（15歳到達後最初の３月31日まで）

―
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
―

子
ど
も
手
当
の
支
給
が

始
ま
り
ま
す
。

「無料」
市民税非課税者の障害者福祉サービス利用が

になりました


